
12月5日（日）「コロナ禍の就活をどう勝ち抜く

か…？」というテーマで、「キャリア応援イベント」

が、庭園の木々も色づいた八芳園で行われました。

「今年こそは対面で…！！」という願いも空しく、

コロナ禍の影響で、今年もオンライン開催となり

ましたが、50名を超える熱意ある学生に参加して

頂き、盛大なイベントとなりました。なおこのイ

ベントは明治学院大学同窓会ホームページで動画

配信されています。ぜひご覧下さい。

大学同窓会　山本会長の挨拶で幕を開けたのに

続き、トップバッターとして、元 NHK アナウン

サーで、現在就活アドバイザーでもある、河内理

恵さんより講演頂きました。

さすが元アナウンサーだけあり、声も表情も豊

か、そして「就活は自分を曝け出すこと！！さあ

～カメラを ON にして～！！」という掛け声ととも

に、大半の学生がカメラ ON。参加者の心を鷲掴

みにする手法には感嘆しきりでした。

河内さんからは、「今後のキャリアを考え、ど

こからキャリアをスタートするのか？が大切。新

卒採用というチケットを大切（活用）にして！！」

「就活は、自分で選んで自分で決めるもの！！」と

い

いう心構えを説いて頂き、就活を制する為には

「観察力・傾聴力・コミュニケーション力」とい

う能力、「足で稼いだ情報（ミスマッチを防ぐ為）、

徹底的な自己分析・自己アピールの作成（My 

Story は自分しか分からない）」という準備が大切、

その為には、「1 人で抱え込まず、キャリアセン

ター、OB・OG を活用して！！」「モチベーション

は持続しないので、ストレス解消法を見つける事

も大切！！」というアドバイスを頂きました。

「社会人としてキャリアを続ける為に大切な事

は？」という質問には「人と人の繋がりが大切。

それは自分から引寄せるもの！！」という言葉を

頂き、あっという間の充実した40分間の講演とな

りました。

続いて登壇頂いた本学卒業生・就活アドバイ

ザーの安東徳子さんより「就活を成功させる為の

実践的テクニック」という講演を頂きました。ユー

モア溢れる話し方で、会場の雰囲気もぐっと明る

くなりました。安東さんからは、就活には「傾聴力・

イノベーションスキル・コミニュケーション力・

主体性・共生概念が必要！！でもこれは、明学の

教育理念 “Do For Others” に当てはまるから大丈

夫！！」と元気に宣言して頂きました。

続いて、“オンライン面接（16：9 の面接会場）”

を制する為、必要なテクニックとして、①スピー

ド感（手は常にミュート）、②共感力（大きな動

作）、③照明環境（逆光を避ける）、④マイク感度、

⑤画角調整が大切とアドバイス頂きました。また、

質問も大切な評価基準となるので、必ず “仮説に

基づく質問”をする事。ミスマッチを防ぐ為に“学

生からの企業診断” も大切と説いて頂きました。

「人間関係を上手に乗り切る為に必要なことは？」

という質問には、「過去と人は変えられない！！

自分の対応力を変化させ、ポジティブシンキング

することが大事！！」というお答えを頂き、これ

もあっという間の 20 分間の講演となりました。

k
安東さんの貴重な講演の後は、3名の同窓生よ

り「私の就活体験から言えること！！」というテー

マで講演頂きました。

1 人目、津曲博子さん（みずほ不動産販売・

2017 年国際学部入学）からは、就活に重要な事

として、①自己分析を徹底的に行う（経験を自分

の長所として語れる）、②早い段階で業界を絞る

（効率的に活動できる）、③軸を決める（質問に対

して、ブレない回答をする）そして面接練習（表情・

言葉遣い・癖の修正）とアドバイス頂きました。

2 人目、入江百音さん（ALH、エノテカ・2014

年国際学部入学）。大学4年生時に休学して、エジ

プトに留学した経験を持つ彼女は、グーグルホー

ムを活用して “他己分析” を行ったり、“逆求人サ

イト” を活用したり、おもしろい就活の経験者だ

が、就活には「Will（なりたい未来）・Can（でき

る事）・Mast（乗越えなくてはならない物）」の 3

つ軸での “自己分析（自分の深堀）” が重要。しか

し「内定は通過点でゴールではない！！価値観は

変化するもの、納得いく人生を送ることが大

切！！」とアドバイス頂きました。

3人目、小日向藍菜さん（元東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会・2003 年社会学部入

学）からは、元東京 2020 オリ・パラ組織委員会

という事もあり、2020 東京大会の話も交えなが

ら、楽しく講演頂きました。自分自身の就活は “逃

避型” だったが「何とかなるから、不安もあるだ

ろうけど大丈夫！！」またご自身の経験から「偶

然によりチャンスをつかむ人は多い。ただし、日々

全力で努力する事により偶然（チャンス）は巡っ

てくる＜計画的偶発性理論＞、その為には人との

繋がりが大切！！」とアドバイス頂きました。

3人の同窓生からのエールに対し、現役学生か

らもチャットにて、積極的な質問が多数寄せられ、

今後の就活に必ずやプラスになると確信いたしま

した。最後に再び、河内様、安東様に登壇頂き、

学生からの質問の中で多かった、“転職の是非”

についてお答え頂きました。

河内さんは「自分のスキル・キャリアを重ねて、

やりたい事・好きな事の転職であればOK！！」。

安東さんは「好きな事が、得意な事とは限らな

い。得意な事を仕事にする事が、成功の秘訣！！」

というありがたい言葉を頂き、閉会となりました。

k
大学・卒業生が一体となり、現役学生を支援す

る、この素晴らしい “イベント” を来年こそは、

マスクも無く、対面で行いたいものです。「コロ

ナ退散・・・！！」

末筆となりましたが、運営にご尽力頂いた、エ

スコム社・八芳園の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。
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明治学院大学同窓会
第６期会長　山本 好政

ご挨拶 Ⅰ 活動の概要

2021年度明治学院大学同窓会の活動は基本方

針である「同窓生の親睦・交流」・「現役学生へ

の支援」を今年度においても、《Do  For Others》

の精神を継承すべく、新型コロナ禍が収束しない

なか、新たな取り組みに挑戦いたしました。

今年度も残念ながら最初の運営委員会開催日と

なる4月6日より10月5日まで、新型コロナウイル

スの影響により、多人数対面での運営委員会が開

催できず、リモートでの運営委員会となりまし

た。11月2日及び12月1日の運営委員会は12月5日

に大学同窓会の最大かつ重要なイベントである

「キャリア応援イベント」を控えていることか

ら、久しぶりに顏を合わせた対面での運営委員会

を密とならず、換気の行き届いた貸し会議室にて

開催し「キャリア応援イベント」の事前準備から

当日まで、各運営委員が自ら何をやらなければな

らないのかを確認することができた有意義な運営

委員会となりました。しかしながら、各方面から

対面での運営委員会は時期尚早との声もあり、反

省点となりました。

また、11月1日～11月3日に開催される白金祭

では、コロナ前までは大学同窓会のブースを出展

し、同窓生によるバンド演奏やコーラスが披露さ

れ、茶菓を提供しながら同窓生・学生・父兄の交

流の場として定着していました。その収益金は全

額ボランティアセンターに寄付しておりました

が、今年もオンライン白金祭となり、昨年何もで

きなかったことを踏まえ、今年度は12月5日の

「キャリア応援イベント」開催の広告とYouTube

にて告知動画の掲載にて参画いたしました。

大学同窓会最大の重要施策である「キャリア応

援イベント」ではコロナ前まで交流会の一環とし

て開催していますが、飲食を伴う交流会は開催で

きず、大学構内への入構も人数制限があることや

学生・大学教職員専用となる学内Wi-Fi環境か

ら、場所を昨年同様「八芳園」に移し、ZOOMに

て「キャリア応援イベント」を12月５日に開催し

ました。

講演には元NHKニュースキャスターで就活アド

バイザーを新たに加え、卒業生で短大やホテル・

ブライダル専門学校の人気講師とともに内容を

バージョンアップしました。

講演後は大手企業や団体で活躍する若い卒業生

３名による就職活動の実体験や対策について、参

加している学生と活発な討議（質疑応答）が重ね

られ、その後の参加者アンケートの回答率も３

２％（通常は15％以下）を越えたことで、学生の

関心の高さと大学同窓会として現役学生に対する

支援は間違いで無かったと確信いたしました。

残念だったことは、昨年、村田学長が最初から

最後までご参加くださり、総括の言葉まで頂戴い

たしましたが、今年は予定が合わず参加されな

かったことです。来年度はどういう形であれ、大

学で行われている業種別の卒業生との懇談会とは

趣旨が違い、より実践的（テクニック・精神面）

な就活セミナーであることを、どのように学生へ

告知を拡げていくべきかが大きな課題であり模索

してまいります。

日頃より大学同窓会の活動にご協力、ご

理解を賜りありがとうございます。

2021年も新型コロナウィルス感染症と共

に歩まざる得ない日々が続きました。

同窓生の皆様を始め、現役学生とも会え

ず活動も主にリモート会議に制限されてし

まいました。

その様な中、應援團、体育会、愛好会、文

連各クラブ現役学生の様々な活躍を聞くと

心に力をもらえました。

今後も大学同窓会の二本柱である「現役

学生支援」、「同窓生との親睦、交流」の目的

を果たすべく運営委員一同肝に銘じて活動

を続ける所存です。「白金祭」、「交流会」が

対面可能となり皆様とお会いできるのを楽

しみにしております。
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その為には、「1 人で抱え込まず、キャリアセン

ター、OB・OG を活用して！！」「モチベーション

は持続しないので、ストレス解消法を見つける事

も大切！！」というアドバイスを頂きました。

「社会人としてキャリアを続ける為に大切な事

は？」という質問には「人と人の繋がりが大切。

それは自分から引寄せるもの！！」という言葉を

頂き、あっという間の充実した40分間の講演とな

りました。

続いて登壇頂いた本学卒業生・就活アドバイ

ザーの安東徳子さんより「就活を成功させる為の

実践的テクニック」という講演を頂きました。ユー

モア溢れる話し方で、会場の雰囲気もぐっと明る

くなりました。安東さんからは、就活には「傾聴力・

イノベーションスキル・コミニュケーション力・

主体性・共生概念が必要！！でもこれは、明学の

教育理念 “Do For Others” に当てはまるから大丈

夫！！」と元気に宣言して頂きました。

続いて、“オンライン面接（16：9 の面接会場）”

を制する為、必要なテクニックとして、①スピー

ド感（手は常にミュート）、②共感力（大きな動

作）、③照明環境（逆光を避ける）、④マイク感度、

⑤画角調整が大切とアドバイス頂きました。また、

質問も大切な評価基準となるので、必ず “仮説に

基づく質問”をする事。ミスマッチを防ぐ為に“学

生からの企業診断” も大切と説いて頂きました。

「人間関係を上手に乗り切る為に必要なことは？」

という質問には、「過去と人は変えられない！！

自分の対応力を変化させ、ポジティブシンキング

することが大事！！」というお答えを頂き、これ

もあっという間の 20 分間の講演となりました。

k
安東さんの貴重な講演の後は、3名の同窓生よ

り「私の就活体験から言えること！！」というテー

マで講演頂きました。

1 人目、津曲博子さん（みずほ不動産販売・

2017 年国際学部入学）からは、就活に重要な事

として、①自己分析を徹底的に行う（経験を自分

の長所として語れる）、②早い段階で業界を絞る

（効率的に活動できる）、③軸を決める（質問に対

して、ブレない回答をする）そして面接練習（表情・

言葉遣い・癖の修正）とアドバイス頂きました。

2 人目、入江百音さん（ALH、エノテカ・2014

年国際学部入学）。大学4年生時に休学して、エジ

プトに留学した経験を持つ彼女は、グーグルホー

ムを活用して “他己分析” を行ったり、“逆求人サ

イト” を活用したり、おもしろい就活の経験者だ

が、就活には「Will（なりたい未来）・Can（でき

る事）・Mast（乗越えなくてはならない物）」の 3

つ軸での “自己分析（自分の深堀）” が重要。しか

し「内定は通過点でゴールではない！！価値観は

変化するもの、納得いく人生を送ることが大

切！！」とアドバイス頂きました。

3人目、小日向藍菜さん（元東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会・2003 年社会学部入

学）からは、元東京 2020 オリ・パラ組織委員会

という事もあり、2020 東京大会の話も交えなが

ら、楽しく講演頂きました。自分自身の就活は “逃

避型” だったが「何とかなるから、不安もあるだ

ろうけど大丈夫！！」またご自身の経験から「偶

然によりチャンスをつかむ人は多い。ただし、日々

全力で努力する事により偶然（チャンス）は巡っ

てくる＜計画的偶発性理論＞、その為には人との

繋がりが大切！！」とアドバイス頂きました。

3人の同窓生からのエールに対し、現役学生か

らもチャットにて、積極的な質問が多数寄せられ、

今後の就活に必ずやプラスになると確信いたしま

した。最後に再び、河内様、安東様に登壇頂き、

学生からの質問の中で多かった、“転職の是非”

についてお答え頂きました。

河内さんは「自分のスキル・キャリアを重ねて、

やりたい事・好きな事の転職であればOK！！」。

安東さんは「好きな事が、得意な事とは限らな

い。得意な事を仕事にする事が、成功の秘訣！！」

というありがたい言葉を頂き、閉会となりました。

k
大学・卒業生が一体となり、現役学生を支援す

る、この素晴らしい “イベント” を来年こそは、

マスクも無く、対面で行いたいものです。「コロ

ナ退散・・・！！」

末筆となりましたが、運営にご尽力頂いた、エ

スコム社・八芳園の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。
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Ⅱ 主な活動

今年の白金祭は、昨年に引き続き新型コロナ感

染症の流行に伴い、再びオンラインでの開催とな

りました。7月の初めに学生の白金祭実行委員会

からその旨の連絡をいただき、参加・協力の要請

を受け、運営委員会にて参加を決定いたしまし

た。

内容としては、昨年同様に12月に行なわれる

「キャリア応援イベント」の広告を白金祭のホー

ムページに掲載すること、そして、YouTube配信

中の動画によるCM掲載を行うことにしました。

ホームページへの広告掲載は昨年も行いました

が、今年は広告料を5口支払い、大きなサイズで

載せることにしました。また動画によるCM撮影

は、運営委員3人と山本会長を含め、会長の会社

をお借りして行いました。慣れないことでしたが

みんなで知恵を出し合い、試行錯誤を経て制作い

たしました。CMは白金祭開催中の3日間、

YouTubeで流されておりました。

以前のようなリアルの白金祭と違って、直接学

生たちと顔を合わせることもなく、学園祭の生の

雰囲気を感じ取ることもできないことは寂しいこ

とではありましたが、このような環境の中でも学

生たちが真剣に白金祭という大きなイベントを立

ち上げ、責任を持ってやり遂げていく様を少し垣

間見る事が出来、大学同窓会として少しでも協力

が出来たことは良かったと思います。
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山本会長
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12月5日（日）「コロナ禍の就活をどう勝ち抜く

か…？」というテーマで、「キャリア応援イベント」

が、庭園の木々も色づいた八芳園で行われました。

「今年こそは対面で…！！」という願いも空しく、

コロナ禍の影響で、今年もオンライン開催となり

ましたが、50名を超える熱意ある学生に参加して

頂き、盛大なイベントとなりました。なおこのイ

ベントは明治学院大学同窓会ホームページで動画

配信されています。ぜひご覧下さい。

大学同窓会　山本会長の挨拶で幕を開けたのに

続き、トップバッターとして、元 NHK アナウン

サーで、現在就活アドバイザーでもある、河内理

恵さんより講演頂きました。

さすが元アナウンサーだけあり、声も表情も豊

か、そして「就活は自分を曝け出すこと！！さあ

～カメラを ON にして～！！」という掛け声ととも

に、大半の学生がカメラ ON。参加者の心を鷲掴

みにする手法には感嘆しきりでした。

河内さんからは、「今後のキャリアを考え、ど

こからキャリアをスタートするのか？が大切。新

卒採用というチケットを大切（活用）にして！！」

「就活は、自分で選んで自分で決めるもの！！」と

い

いう心構えを説いて頂き、就活を制する為には

「観察力・傾聴力・コミュニケーション力」とい

う能力、「足で稼いだ情報（ミスマッチを防ぐ為）、

徹底的な自己分析・自己アピールの作成（My 

Story は自分しか分からない）」という準備が大切、

その為には、「1 人で抱え込まず、キャリアセン

ター、OB・OG を活用して！！」「モチベーション

は持続しないので、ストレス解消法を見つける事

も大切！！」というアドバイスを頂きました。

「社会人としてキャリアを続ける為に大切な事

は？」という質問には「人と人の繋がりが大切。

それは自分から引寄せるもの！！」という言葉を

頂き、あっという間の充実した40分間の講演とな

りました。

続いて登壇頂いた本学卒業生・就活アドバイ

ザーの安東徳子さんより「就活を成功させる為の

実践的テクニック」という講演を頂きました。ユー

モア溢れる話し方で、会場の雰囲気もぐっと明る

くなりました。安東さんからは、就活には「傾聴力・

イノベーションスキル・コミニュケーション力・

主体性・共生概念が必要！！でもこれは、明学の

教育理念 “Do For Others” に当てはまるから大丈

夫！！」と元気に宣言して頂きました。

続いて、“オンライン面接（16：9 の面接会場）”

を制する為、必要なテクニックとして、①スピー

ド感（手は常にミュート）、②共感力（大きな動

作）、③照明環境（逆光を避ける）、④マイク感度、

⑤画角調整が大切とアドバイス頂きました。また、

質問も大切な評価基準となるので、必ず “仮説に

基づく質問”をする事。ミスマッチを防ぐ為に“学

生からの企業診断” も大切と説いて頂きました。

「人間関係を上手に乗り切る為に必要なことは？」

という質問には、「過去と人は変えられない！！

自分の対応力を変化させ、ポジティブシンキング

することが大事！！」というお答えを頂き、これ

もあっという間の 20 分間の講演となりました。

k
安東さんの貴重な講演の後は、3名の同窓生よ

り「私の就活体験から言えること！！」というテー

マで講演頂きました。

1 人目、津曲博子さん（みずほ不動産販売・

2017 年国際学部入学）からは、就活に重要な事

として、①自己分析を徹底的に行う（経験を自分

の長所として語れる）、②早い段階で業界を絞る

（効率的に活動できる）、③軸を決める（質問に対

して、ブレない回答をする）そして面接練習（表情・

言葉遣い・癖の修正）とアドバイス頂きました。

2 人目、入江百音さん（ALH、エノテカ・2014

年国際学部入学）。大学4年生時に休学して、エジ

プトに留学した経験を持つ彼女は、グーグルホー

ムを活用して “他己分析” を行ったり、“逆求人サ

イト” を活用したり、おもしろい就活の経験者だ

が、就活には「Will（なりたい未来）・Can（でき

る事）・Mast（乗越えなくてはならない物）」の 3

つ軸での “自己分析（自分の深堀）” が重要。しか

し「内定は通過点でゴールではない！！価値観は

変化するもの、納得いく人生を送ることが大

切！！」とアドバイス頂きました。

3人目、小日向藍菜さん（元東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会・2003 年社会学部入

学）からは、元東京 2020 オリ・パラ組織委員会

という事もあり、2020 東京大会の話も交えなが

ら、楽しく講演頂きました。自分自身の就活は “逃

避型” だったが「何とかなるから、不安もあるだ

ろうけど大丈夫！！」またご自身の経験から「偶

然によりチャンスをつかむ人は多い。ただし、日々

全力で努力する事により偶然（チャンス）は巡っ

てくる＜計画的偶発性理論＞、その為には人との

繋がりが大切！！」とアドバイス頂きました。

3人の同窓生からのエールに対し、現役学生か

らもチャットにて、積極的な質問が多数寄せられ、

今後の就活に必ずやプラスになると確信いたしま

した。最後に再び、河内様、安東様に登壇頂き、

学生からの質問の中で多かった、“転職の是非”

についてお答え頂きました。

河内さんは「自分のスキル・キャリアを重ねて、

やりたい事・好きな事の転職であればOK！！」。

安東さんは「好きな事が、得意な事とは限らな

い。得意な事を仕事にする事が、成功の秘訣！！」

というありがたい言葉を頂き、閉会となりました。

k
大学・卒業生が一体となり、現役学生を支援す

る、この素晴らしい “イベント” を来年こそは、

マスクも無く、対面で行いたいものです。「コロ

ナ退散・・・！！」

末筆となりましたが、運営にご尽力頂いた、エ

スコム社・八芳園の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。
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津曲博子さん 小日向藍菜さん

 入江百音さん

司会の楢原実行委員長



12月5日（日）「コロナ禍の就活をどう勝ち抜く

か…？」というテーマで、「キャリア応援イベント」

が、庭園の木々も色づいた八芳園で行われました。

「今年こそは対面で…！！」という願いも空しく、

コロナ禍の影響で、今年もオンライン開催となり

ましたが、50名を超える熱意ある学生に参加して

頂き、盛大なイベントとなりました。なおこのイ

ベントは明治学院大学同窓会ホームページで動画

配信されています。ぜひご覧下さい。

大学同窓会　山本会長の挨拶で幕を開けたのに

続き、トップバッターとして、元 NHK アナウン

サーで、現在就活アドバイザーでもある、河内理

恵さんより講演頂きました。

さすが元アナウンサーだけあり、声も表情も豊

か、そして「就活は自分を曝け出すこと！！さあ

～カメラを ON にして～！！」という掛け声ととも

に、大半の学生がカメラ ON。参加者の心を鷲掴

みにする手法には感嘆しきりでした。

河内さんからは、「今後のキャリアを考え、ど

こからキャリアをスタートするのか？が大切。新

卒採用というチケットを大切（活用）にして！！」

「就活は、自分で選んで自分で決めるもの！！」と

い

いう心構えを説いて頂き、就活を制する為には

「観察力・傾聴力・コミュニケーション力」とい

う能力、「足で稼いだ情報（ミスマッチを防ぐ為）、

徹底的な自己分析・自己アピールの作成（My 

Story は自分しか分からない）」という準備が大切、

その為には、「1 人で抱え込まず、キャリアセン

ター、OB・OG を活用して！！」「モチベーション

は持続しないので、ストレス解消法を見つける事

も大切！！」というアドバイスを頂きました。

「社会人としてキャリアを続ける為に大切な事

は？」という質問には「人と人の繋がりが大切。

それは自分から引寄せるもの！！」という言葉を

頂き、あっという間の充実した40分間の講演とな

りました。

続いて登壇頂いた本学卒業生・就活アドバイ

ザーの安東徳子さんより「就活を成功させる為の

実践的テクニック」という講演を頂きました。ユー

モア溢れる話し方で、会場の雰囲気もぐっと明る

くなりました。安東さんからは、就活には「傾聴力・

イノベーションスキル・コミニュケーション力・

主体性・共生概念が必要！！でもこれは、明学の

教育理念 “Do For Others” に当てはまるから大丈

夫！！」と元気に宣言して頂きました。

続いて、“オンライン面接（16：9 の面接会場）”

を制する為、必要なテクニックとして、①スピー

ド感（手は常にミュート）、②共感力（大きな動

作）、③照明環境（逆光を避ける）、④マイク感度、

⑤画角調整が大切とアドバイス頂きました。また、

質問も大切な評価基準となるので、必ず “仮説に

基づく質問”をする事。ミスマッチを防ぐ為に“学

生からの企業診断” も大切と説いて頂きました。

「人間関係を上手に乗り切る為に必要なことは？」

という質問には、「過去と人は変えられない！！

自分の対応力を変化させ、ポジティブシンキング

することが大事！！」というお答えを頂き、これ

もあっという間の 20 分間の講演となりました。

k
安東さんの貴重な講演の後は、3名の同窓生よ

り「私の就活体験から言えること！！」というテー

マで講演頂きました。

1 人目、津曲博子さん（みずほ不動産販売・

2017 年国際学部入学）からは、就活に重要な事

として、①自己分析を徹底的に行う（経験を自分

の長所として語れる）、②早い段階で業界を絞る

（効率的に活動できる）、③軸を決める（質問に対

して、ブレない回答をする）そして面接練習（表情・

言葉遣い・癖の修正）とアドバイス頂きました。

2 人目、入江百音さん（ALH、エノテカ・2014

年国際学部入学）。大学4年生時に休学して、エジ

プトに留学した経験を持つ彼女は、グーグルホー

ムを活用して “他己分析” を行ったり、“逆求人サ

イト” を活用したり、おもしろい就活の経験者だ

が、就活には「Will（なりたい未来）・Can（でき

る事）・Mast（乗越えなくてはならない物）」の 3

つ軸での “自己分析（自分の深堀）” が重要。しか

し「内定は通過点でゴールではない！！価値観は

変化するもの、納得いく人生を送ることが大

切！！」とアドバイス頂きました。

3人目、小日向藍菜さん（元東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会・2003 年社会学部入

学）からは、元東京 2020 オリ・パラ組織委員会

という事もあり、2020 東京大会の話も交えなが

ら、楽しく講演頂きました。自分自身の就活は “逃

避型” だったが「何とかなるから、不安もあるだ

ろうけど大丈夫！！」またご自身の経験から「偶

然によりチャンスをつかむ人は多い。ただし、日々

全力で努力する事により偶然（チャンス）は巡っ

てくる＜計画的偶発性理論＞、その為には人との

繋がりが大切！！」とアドバイス頂きました。

3人の同窓生からのエールに対し、現役学生か

らもチャットにて、積極的な質問が多数寄せられ、

今後の就活に必ずやプラスになると確信いたしま

した。最後に再び、河内様、安東様に登壇頂き、

学生からの質問の中で多かった、“転職の是非”

についてお答え頂きました。

河内さんは「自分のスキル・キャリアを重ねて、

やりたい事・好きな事の転職であればOK！！」。

安東さんは「好きな事が、得意な事とは限らな

い。得意な事を仕事にする事が、成功の秘訣！！」

というありがたい言葉を頂き、閉会となりました。

k
大学・卒業生が一体となり、現役学生を支援す

る、この素晴らしい “イベント” を来年こそは、

マスクも無く、対面で行いたいものです。「コロ

ナ退散・・・！！」

末筆となりましたが、運営にご尽力頂いた、エ

スコム社・八芳園の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。

Ⅲ 同窓生・学生団体・学院行事への参加
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1 学院創立記念礼拝

10 月 23日、土曜日。久しぶりに学校に参りま

した。

とてもお天気が良く美しい青空だったので気分

も爽快でしたが、白金台の駅から歩いてきて、セ

ブンイレブンも、ローソンも閉店になってしまっ

ているのを見て、心が痛みました。まだまだコロ

ナとの戦いは続いていくのでしょうね。

チャペル前には同窓会本部の方々がいらっ

しゃって、テントで受付をなさっていました。そ

の周辺にも何人も見知った方たちがいらっしゃっ

て挨拶をかわし、互いに元気な姿を確認して嬉し

い思いを致しました。

予定時間の 1時きっかりに、礼拝が始まりまし

た。

パイプオルガンの力強い前奏がチャペルに響き

渡り、身が引き締まるのを感じました。

理事長の祈祷、学院長の式辞と、式が進んで参

りました。

学院長のお話は、「井深梶之助」の生涯と、明

治学院とのかかわり、キリスト教教育への貢献な

ど、大変興味深い内容でした。

私は以前、「明治学院同窓会百年史」を読み、

井深梶之助については少し知識があっただけに、

わかりやすいお話でした。

式はその後、永年勤続者表彰と、卒業50年記念

メダル贈呈へと進んで行きました。メダルの贈呈

は、オリンピックの時のように、ご自分で手に取っ

て首にかける、というスタイルでした。

参加された方も、13人と言うことで、以前は

100人を超える方々が参加されていたということ

を知り、残念なことだと思いました。

もう一つ、ちょっと残念だったのは、讃美歌を

歌えなかったことです。

私は、礼拝と言えば讃美歌を思い切り歌うこと

を楽しみにしているものなので、「オルガンの演

奏のみになります」と司会の方が言われたときに

は、（そうか…）と肩が落ちる思いでした。でも、

オルガンの荘厳な響きを味わいながら、音符を

しっかり目で追い、心で歌ってきました。

k
明治学院、創立記念日。おめでとうございました！

2 明治学院大学應援團　「第56回白金の集い」

2021年11 月７日（日）高輪区民センターに於い

て應援團「第 56 回白金の集い」が開催されました。

今年は入場制限をして対面での開催でした。た

だ、エール等々の発声は無く少し残念でした。

しかし、一年間刈田奈々子団長のもと練習して

来たリーダー部、チェアーリーディング部、ブラ

スバンド部は迫力ありました。

今年度、リーダー部に一年生女性が入部し演武

迫力ありました。

現在、OB 指導員にて特訓中とのことです。来

年が楽しみです。



12月5日（日）「コロナ禍の就活をどう勝ち抜く

か…？」というテーマで、「キャリア応援イベント」

が、庭園の木々も色づいた八芳園で行われました。

「今年こそは対面で…！！」という願いも空しく、

コロナ禍の影響で、今年もオンライン開催となり

ましたが、50名を超える熱意ある学生に参加して

頂き、盛大なイベントとなりました。なおこのイ

ベントは明治学院大学同窓会ホームページで動画

配信されています。ぜひご覧下さい。

大学同窓会　山本会長の挨拶で幕を開けたのに

続き、トップバッターとして、元 NHK アナウン

サーで、現在就活アドバイザーでもある、河内理

恵さんより講演頂きました。

さすが元アナウンサーだけあり、声も表情も豊

か、そして「就活は自分を曝け出すこと！！さあ

～カメラを ON にして～！！」という掛け声ととも

に、大半の学生がカメラ ON。参加者の心を鷲掴

みにする手法には感嘆しきりでした。

河内さんからは、「今後のキャリアを考え、ど

こからキャリアをスタートするのか？が大切。新

卒採用というチケットを大切（活用）にして！！」

「就活は、自分で選んで自分で決めるもの！！」と

い

いう心構えを説いて頂き、就活を制する為には

「観察力・傾聴力・コミュニケーション力」とい

う能力、「足で稼いだ情報（ミスマッチを防ぐ為）、

徹底的な自己分析・自己アピールの作成（My 

Story は自分しか分からない）」という準備が大切、

その為には、「1 人で抱え込まず、キャリアセン

ター、OB・OG を活用して！！」「モチベーション

は持続しないので、ストレス解消法を見つける事

も大切！！」というアドバイスを頂きました。

「社会人としてキャリアを続ける為に大切な事

は？」という質問には「人と人の繋がりが大切。

それは自分から引寄せるもの！！」という言葉を

頂き、あっという間の充実した40分間の講演とな

りました。

続いて登壇頂いた本学卒業生・就活アドバイ

ザーの安東徳子さんより「就活を成功させる為の

実践的テクニック」という講演を頂きました。ユー

モア溢れる話し方で、会場の雰囲気もぐっと明る

くなりました。安東さんからは、就活には「傾聴力・

イノベーションスキル・コミニュケーション力・

主体性・共生概念が必要！！でもこれは、明学の

教育理念 “Do For Others” に当てはまるから大丈

夫！！」と元気に宣言して頂きました。

続いて、“オンライン面接（16：9 の面接会場）”

を制する為、必要なテクニックとして、①スピー

ド感（手は常にミュート）、②共感力（大きな動

作）、③照明環境（逆光を避ける）、④マイク感度、

⑤画角調整が大切とアドバイス頂きました。また、

質問も大切な評価基準となるので、必ず “仮説に

基づく質問”をする事。ミスマッチを防ぐ為に“学

生からの企業診断” も大切と説いて頂きました。

「人間関係を上手に乗り切る為に必要なことは？」

という質問には、「過去と人は変えられない！！

自分の対応力を変化させ、ポジティブシンキング

することが大事！！」というお答えを頂き、これ

もあっという間の 20 分間の講演となりました。

k
安東さんの貴重な講演の後は、3名の同窓生よ

り「私の就活体験から言えること！！」というテー

マで講演頂きました。

1 人目、津曲博子さん（みずほ不動産販売・

2017 年国際学部入学）からは、就活に重要な事

として、①自己分析を徹底的に行う（経験を自分

の長所として語れる）、②早い段階で業界を絞る

（効率的に活動できる）、③軸を決める（質問に対

して、ブレない回答をする）そして面接練習（表情・

言葉遣い・癖の修正）とアドバイス頂きました。

2 人目、入江百音さん（ALH、エノテカ・2014

年国際学部入学）。大学4年生時に休学して、エジ

プトに留学した経験を持つ彼女は、グーグルホー

ムを活用して “他己分析” を行ったり、“逆求人サ

イト” を活用したり、おもしろい就活の経験者だ

が、就活には「Will（なりたい未来）・Can（でき

る事）・Mast（乗越えなくてはならない物）」の 3

つ軸での “自己分析（自分の深堀）” が重要。しか

し「内定は通過点でゴールではない！！価値観は

変化するもの、納得いく人生を送ることが大

切！！」とアドバイス頂きました。

3人目、小日向藍菜さん（元東京オリンピック・

パラリンピック組織委員会・2003 年社会学部入

学）からは、元東京 2020 オリ・パラ組織委員会

という事もあり、2020 東京大会の話も交えなが

ら、楽しく講演頂きました。自分自身の就活は “逃

避型” だったが「何とかなるから、不安もあるだ

ろうけど大丈夫！！」またご自身の経験から「偶

然によりチャンスをつかむ人は多い。ただし、日々

全力で努力する事により偶然（チャンス）は巡っ

てくる＜計画的偶発性理論＞、その為には人との

繋がりが大切！！」とアドバイス頂きました。

3人の同窓生からのエールに対し、現役学生か

らもチャットにて、積極的な質問が多数寄せられ、

今後の就活に必ずやプラスになると確信いたしま

した。最後に再び、河内様、安東様に登壇頂き、

学生からの質問の中で多かった、“転職の是非”

についてお答え頂きました。

河内さんは「自分のスキル・キャリアを重ねて、

やりたい事・好きな事の転職であればOK！！」。

安東さんは「好きな事が、得意な事とは限らな

い。得意な事を仕事にする事が、成功の秘訣！！」

というありがたい言葉を頂き、閉会となりました。

k
大学・卒業生が一体となり、現役学生を支援す

る、この素晴らしい “イベント” を来年こそは、

マスクも無く、対面で行いたいものです。「コロ

ナ退散・・・！！」

末筆となりましたが、運営にご尽力頂いた、エ

スコム社・八芳園の皆様に心より感謝を申し上げ

ます。
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3 明治学院大学クリスマスツリー点灯式

明治学院礼拝堂（白金チャペル）内で11月19日

（金）クリスマスツリー点灯式が開催されました。

点灯式はコロナ感染予防対策を配慮して昨年よ

りもさらに簡素化され、少人数で限られた学院関

係者によるチャペル内での小さな集いでの点灯式

となりました。

式はパイプオルガンによる前奏「起きよ、と呼

ぶ声あり」（J. S. バッハ）から始まり、讃美歌斉

唱の後に村田玲音（むらた・れお）明治学院大学

長による聖書の言葉（旧約聖書　イザヤ書 11 章

1-2 節）が朗読され、石川   理（いしかわ・さとる）

明治学院高等学校長のクリスマス・メッセージが

添えられました。メッセージではクリスマス前、

約 4 週間の待降節（アドベント）について語られ

ていました。その後、讃美歌斉唱後に北川学院牧

師による祝祷がおこなわれ、パイプオルガンの後

奏として「ノエル」（L.C. ダカン）曲演奏で幕を

とじました。

外では日が暮れた暗がり中、正門前横の芝生広

場には点灯前の大きなツリーを中心に周りに12

本の小さなツリーが配置されていました。

芝生広場には大勢の高校生がクリスマスツリー

を取り囲んで、点灯を待ちわびていました。

点灯は待ちわびている大勢の高校生のカウント

ダウンにより午後5時ジャストに一斉に点灯され、

そのイルミネーションの輝きに大きな歓声に包ま

れました。

イルミネーションを着飾った大きなツリーの一

番上を見上げるとひときわ大きく輝く星形（トッ

プスター別名ベツレヘムの星）が飾られており、

その美しさで心に沁みわたり、時がゆっくりと流

れるような感じを受けました。

来年にはコロナ感染が収束して通常の点灯式が

開催されることを心から祈るばかりです。

クリスマスツリーの点灯時間は、2021年 11 月

19日～ 2022年１月 6 日 16 時30分～ 22時30 分

です。大学の HP もご覧ください。

4 女子バスケットボール部3部全勝優勝と2部Ｂ昇格！

女子バスケットボール部は、今年の関東女子バ

スケットボール連盟の第 71 回リーグ戦において、 

3部9試合に全勝優勝して、2部Bに昇格いたしま

した。

昨年のリーグ戦でも全勝しましたが昇格がおこ

なわれませんでしたので、今年のチーム目標を

「3部全勝優勝して2部B昇格」に掲げてスタート

し、見事に目標を達成しました。

リーグ戦 7 戦目の学習院大学戦には、村田学長

と宮本学生部長が応援にお越しになりました。

優勝決定の 9 戦目に勝利して、応援に来ていた

だいた保護者や同窓生の皆さんと喜びあいまし

た。

新チームは、新しい目標を掲げて既にスタート

しています。

まだまだ上を目指してまいりますので、女子バ

スケットボール部にご期待ください。

今後も応援よろしくお願いいたします。

（明治学院大学女子バスケットボール部

監督　坂下義信）

（https://www.meijigakuin.ac.jp/news/archive/2021/th1m8S9k.html）
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5 体育会男子バレーボール部 2部昇格のご報告

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、他の

部活動同様にバレーボールの大会も昨年は開催が

見送られましたが、無観客などのコロナ対策を

行った上で、今年の秋季リーグ戦から大会が再開

されました。

今リーグ戦において、男子バレーボール部は所

属していた 3 部リーグ戦で全勝優勝を達成して、

晴れて 2部に昇格することが 12月12日（日）の勝

利で決定致しましたので、ご報告させて頂きます。

引き続き、ご支援の程、何卒宜しくお願いいた

します。

体育会バレーボール部OBOG 会

会長　阿部展久（92K）

6 クリスマス礼拝

2021年12 月17日金曜日、新型コロナウイルス

の感染防止対策を十分にとって、今年も白金キャ

ンパスの明治学院チャペルにて、クリスマス礼拝

（キャンドルサービス）がおこなわれました。

MCM ひつじクラブの司会、グリークラブの讃

美歌106番「あら野のはてに」で始まった礼拝は、

途中、オルガン実習履修学生数名によるオルガン

やグリークラブ、白金ベルハーモニーリンガーズ

による演奏をはさみながらすすみました。

メッセージは、社会学部教授で宗教部長の坂口

緑氏による「1945年のクリスマス」。76 年前、戦

後すぐのクリスマス。歴史に翻弄された人々、特

に明治学院の関係者は蝋燭と少ない食糧で、なに

をお祈りしたか。今の激動の時代、学生生活を送っ

ているみなさんと、76年前の先人と一緒にお祝い

したい。と言われました。全員で讃美歌103番「ま

きびと羊を」、讃美歌 106 番「あら野のはてに」

をうたい、学院牧師の北川善也氏による祝祷で、

礼拝は幕を閉じました。

広告研究会がデザインしたクリアファイルをお

みやげにいただき、チャペルを出るとツリーが瞬

いていました。

k
グリークラブだった私にとって、懐かしいクリ

スマス礼拝。参列できて嬉しかったです。



Ⅳ 広報委員会 Ⅴ 運営委員会
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●会　長 山本　好政
●副会長 大石　尚彦
●副会長 三上　浩二
●副会長 原田　健一
●監　事 大嶋　俊治
●事務局長 原田　健一
●事務局長補佐 菊地　克之 筑田　良
●書　記 楢原　泰一 牧野　新太郎　
●会計担当 大石　尚彦 牧野　新太郎　
●広報委員会
 委員長 立石　文
 委　員 漆畑　和成 中村　崇哉 
  神谷　宗佑 宮城　博之

1 運営委員会の開催

2 大学同窓会運営委員会組織図

3 第6期運営委員会役員及び実行委員会体制（運営委員  20人）

定例委員会は、コロナ禍で例年のように集

まることが困難であった。その中でオンライ

ン開催や学院以外での会場など新しい形の会

議を模索しおこなった。

昨年同様、主にホームページを通じて大学同窓

会が関わるさまざまな情報を中心に発信しまし

た。ただ、ホームページのみだと閲覧者がなかな

か増えないということもあり Facebook、Twitter

と連動させて 4 年目、少しずつではありますが同

窓生の皆様に周知されるようになってきたところ

です。幅広い年代の同窓生に大学同窓会の活動を

知っていただくために、今後は Instagram や

LINE なども活用することを視野に入れて、広報

活動ができれば、と考えます。

 回数 委員会        開催日 出席人数

 １ 第151回運営委員会 2021年4月6日 16 人

 ２ 第152回運営委員会 2021年5月11日 14 人

 ３ 第153回運営委員会 2021年6月1日 12 人

 ４ 第154回運営委員会 2021年7月6日 12 人

 ５ 第155回運営委員会 2021年8月3日 13 人

 ６ 第156回運営委員会 2021年9月7日 12 人

 ７ 第157回運営委員会 2021年10月5日 14 人

 8 第158回運営委員会 2021 年11月2日 13 人

 9 第159 回運営委員会 2021年 12 月 1日 14 人

 10 第160 回運営委員会 2022年 1 月 11日 12 人

●同窓生支援委員会
 委員長 井上　芳信
 委　員 菊地　克之 神谷　宗佑 
  久万　佐恵子 中田　孝彦
　（交流会）
 実行委員長 楢原　泰一
●在校生支援委員会
 委員長 飛木　かおる
 委　員 中村　崇哉 三上　浩二
　（白金祭）
 実行委員長 飛木　かおる
●会則検討委員会
 委員長 大石　尚彦

事務局長副会長

顧  問

幹  事

会  長

事務局

広報委員会

同窓生支援委員会

在校生支援委員会

会則検討委員会

役員選考委員会

大学同窓会参加
白金祭実行委員会

交流会実行委員会

主な掲載記事

● 今月のつぶやき 
● 同窓生の交流の広場 
● 大学、学生の情報 
● キャリア応援 
● お知らせ


